
1　設置日的

本学は、看護に関する高度な知識及び技術を教授研究し、人間性豊かで、かつ新し

い看護ニーズに対応した指導的役割の果たせる人材を育成するとともに、県内の看護

関係者に対して研修及び情報提供機能を果たすことにより、本県の保健医療水準の向

上と福祉の増進に寄与することを目的とする。

2　沿　　　革

平成2年6月　・「大学等高等教育の推進に関する懇談会」看護系短期大学設置検討意

見

12月　・「看護職員確保対策協議会」養成力強化のため、県立短大設置要望

「県立看護系短期大学設立検討委員会」設置

平成3年3月　・県立看護系短期大学設立検討委員会「県立看護系短期大学(仮称)設

置基本構想」を作成

4月　・県環境保健部総務課県立看護短期大学設立準備室を設置

5月　・県、立看護短期大学「上越市設置、平成6年4月関学」知事決定

7月　・「県立看護短期大学設立準備委員会」発足

11月　・「県立看護短期大学基本構想・基本計画」作成

平成4年4月　・県立看護短期大学設立準備室組織強化・用地の買収開始

5月　・基本・実施設計完了

10月　・校舎建設工事着工

平成5年4月　・県立看護短期大学設立準備室組織強化

・短期大学設置認可申請書を文部大臣に提出

9月　・看護婦養成学校指定申請書を文部大臣に提出

12月　・文部大臣より短期大学設置認可

平成6年1月　・文部大臣より看護婦養成学校指定　・校舎建設工事完了
4

4月　・新潟県立看護短期大学関学　・第1回入学式挙行

5月　・関学記念式典挙行

平成7年3月　・シンボルマーク制定

5月　・第1回戴帽式挙行

平成8年3月　・校歌制定

12月　・専攻科(地域看護学専攻及び助産学専攻)設置届受理

・保健婦学校及び助産婦学校指定

平成9年3月　・第1回看護学科生卒業式挙行

平成9年4月　・専攻科(地域看護学専攻及び助産学専攻)開設

平成10年3月　・第2回看護学科生卒業式、第1回専攻科生修了式挙行
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3　大学組織

(1)　大学運営機構

学`長

看護学科長

学生部長

図書館長

事務局長

看護学科

専攻科
地域看護学専攻

助産学専攻
進路指導プロジェクトチーム

総　務　課 庶　務　係

教務学生課
教　務　係

図書学生係

教授会

企画委員会(常設委員会)
教務委員会(　　〝　　)
学生委員会(　　〝　　)
入試委員会(　　〝　　)
図書委員会(　//　)
紀要委員会(　　〝　　)
公開講座委員会(臨時委員会)

入学者選考試験実施委員会

一般入学者選考試験合賂者判定委員会

推薦入学者選考試験合格者判定委員会

自己点検・評価委員会

大学運営懇談会

衛生委員会

(2)　教職員の状況

(去　教員、職員数

ア　専任職員　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成12年3月現在)

担　 当 学　 長 教　 授 助教授 講　 師 助　 手 計

基　 礎　 科　 目 2 人 1人 1 人 4 人

専門基礎科 目 1 人 1人 2 人

専　 門　 科　 目 4.人 5 人 13 人 9 人 31 人

計 1人 7 人 6 人 14 人 9 人 37 人
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イ　非常勤講師　　　　　　　　　　　　　　　(平成12年3月現在)

担　　　　　　 当 所　　　　　　　　　　 属

基　 礎　 科　 目　 12 人 ・新潟大学　 ・上越教育大学

・県立新潟女子短期大学　 ・山梨医科大学
専門基礎科目　　 31人

・国立療養所犀潟病院　 ・新潟労災病院

専　 門　 科　 目　 19 人 ・厚生連上越総合病院　 ・市内開業医

・県立病院、県福祉保健部、県保健所
計　　　　 62 人

・その他

ウ　事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成12年3月現在)

区　 分 局長 課長 係長 主査 主任 主事 嘱託員等 計

事　 務　 局 1 人 1 人

総　 務　 課 1人 * 1 人 1人 1 人 1人 1 人 6 人

教務学生課 (1人)
* 1 人

1 人
1 人

2 人

司書1 人
5 人 11人

料 1 人 1人 3 人 1人 2 人 4 人 6 人 18 人

※()は兼務、*係長は副参事

②　専任教員名簿
(平成12年3月現在)

職　 名 氏　　　　 名 主要担当科 目

学　　　　 長 斎　 藤　 秀　 晃
医　　 学　　 概　　 論

看　 護　 学　 特　 論　 Ⅱ

看護学科長 加　 藤　 光　 寶
看　 護　 学　 概　 論

臨　床　 看　護　 学　総　 論

教　　　 授 小野澤　 康　 子
成　人　 看　護　 学 概　 論

成　　 人　　 保　　 健

// 田　 中　 キ ミ子
老　人　 看　護　 学　概　 論

成人看護学実習Ⅲ ・Ⅳ

// 杉　 田　　　　 収
生　 化　 学　 ・ 化　 学

統　　　　 計　　　　 学

// 中　 野　 正　 春
解　 剖　 生　 理　 学

リハビリテーション概論

// 佐々木　 美佐子
地　 域　 看　 護　 学

地　域　 看　護　 学　概　 論

// 関　 谷　 伸
生　　　　 物　　　　 学

解　 剖　 生　 理　 学
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職 .名 氏　　　　 名 主要 担 当科 目

助　 教　 授 長　 野　　　 勝
精　 神　 臨　 床　 看　 護　 学

精　　 神　　 保　　 健

〃 小　 林　 ミチ子
基　 礎　 看　 護　 技　 術

基 礎 看 護 学 実 習 I

〃 中　 村　 博　 生 英　 語 I ・ Ⅱ ・ Ⅲ

〃 小　 林　 優　 子
成 人 臨 床 看 護 学 I

臨 床 看 護 学 実 習 I

〃 秋　 山　 智　 弥
臨　 床 -看　 護　 学　 総　 論

成 人 看 護 学 実 習 Ⅰ

〃 山　 本　 澄　 子
基 礎 看 護 技 術 I ・Ⅱ

基 礎 看 護 学 実 習 I

講　　　 師 金　 子　 史　 代
臨　 床　 看　 護　 学　 総　 論

成 人 臨 床 看 護 学 Ⅲ

〃 秋　 山　 啓　 子
小　　 児　　 保　　 健

小　 児　 臨　 床　 看　 護　 学

〃 山　 田　 洋　 子
臨　 床　 看　 護　 総　 論

成 人 臨 床 看 護 学 Ⅳ

〃 水　 口　 陽　 子
老　 人　 臨　 床　 看　 護　 学

老　 人　 看　 護　 学　 実　 習

〃 小　 林　 美代 子
母　 性　 臨　 床　 看　 護　 学

母　 性　 看　 護　 学　 実　 習

〃 小　 林　 恵　 子
地 域 看 護 技 術 論 Ⅱ

地　 域　 老　 年　 保　 健　 学

〃 平　 澤　 則　 子
地 域 看 護 技 術 論 Ⅲ

地　 域　 成　 人　 保　 健　 学

〃 渡　 邊　 典　 子
助　 産　 学　 概　 論

分　 娩　 介　 助　 技　 術　 学

〃 飯　 吉　 令　 枝
地　 域　 看　 護　 学　 実　 習

地 域 看 護 技 術 論 演 習

〃 渡　 辺　 弘　 之
社　　　　 会　　　　 学

社　 会　 福　 祉　 制　 度

〃 安　 田　 かづ 子
母　 性　 看　 護　 学　 実　 習

助　 産　 診　 断　 技　 術　 学

〃 熊　 倉　 みつ 子
地　 域　 看　 護　 学

成 人 看 護 学 実 習 Ⅲ

〃 和　 田　 佳　 子
母　 性　 看　 護　 学　 概　 論

母　　 性　　 保　　 健

〃

助　　　　 手

山　 田　 正　 実
成 人 臨 床 看 護 学 Ⅲ

臨 床 看 護 学 総 論 Ⅱ

大 久保　 明　 子 基　 礎　 看　 護　 学　 実　 習
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職　 名 氏　　　　 名 主要担 当科 目

助　　　　 手 西　 脇　 洋　 子 基　 礎　 看　 護　 学　 実　 習

〃 斎　 藤　 智　 子 基　 礎　 看　 護　 学　 実　 習

〃 太　 田　 和　 美 基　 礎　 看　 護　 学　 実　 習

〃 福　 原　　　 紀 基　 礎　 看　 護　 学　 実　 習

〃 岡　 村　 典　 子 基　 礎　 看　 護　 学　 実　 習

〃 島　 田　 有　 子 基　 礎　 看　 護　 学　 実　 習

〃 布　 施　 幸　 子 基　 礎　 看　 護　 学　 実　 習

〃 高　 塚　 麻　 由 基　 礎　 看　 護　 学　 実　 習

③　非常勤講師名簿

(平成12年3月現在)

氏　　　　 名 担 当　科　目 所　　　 属　　　 等

太　 田　 昌　 秀 保健体育 (実技) 上越教育大学　 教授

砥　 堀　 経　 信 保健体育 (講義) 上越教育大学　 教授

川　 島　 章　 弘 情報科学概論 ・演習 上越教育大学　 教授

藤　 澤　 郁　 夫 哲　 学 上越教育大学　 教授

若　 井　 彌 教育学 上越教育大学　 教授

西　 山　 保　 子 物理学 上越教育大学　 教授

安　　 田　　　 尚 看護学特論Ⅳ 上越教育大学　 教授

山　 本　　　　 保 機能集団の保健管理 上越教育大学　 教授

浦　 望　 慶 運動科学 上越教育大学　 教授

光　 永　 伸一郎 栄養学 上越教育大学　 助教授

立屋敷　 かおる 栄養論 上越教育大学　 助教授

黎　　　 子　 椰 中国語 I ・Ⅱ 上越教育大学　 助教授

阿　 部　　　 勲 心理学 上越教育大学　 助教授
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氏　　　　 名 担 当　科　目 所　　　　 属　　　　 等

大　 森　 康　 正 情報管理学 上越教育大学　 講師

横　 山　 和　 彦 福祉行政論・保健医療経済論 新潟大学経済学部　 教授

石　 井　 敏　 弘 健康政策論 国立公衆衛生院　 主任研究官

花　 沢　 成　 一 母性の精神衛生 日本大学文理学部　 教授

若　 月　　　 章 国際関係論 県立新潟女子短期大学　 助教授

浦　 まゆみ 母性の精神衛生 新潟大学保健管理センター　 講師

橘　　　 玲　 子 パーリナリティの諸問題 新潟大学保健管理センター　 講師

渡　 邊　 タミ子 小児看護学概論 山梨医科大学　 助/教授

武　 内　 廣　 盛 精神病態学 国立療養所犀潟病院　 精神科医長

寺　 尾　 通　 徳 微生物学 新潟県保健環境科学研究所　 専門研究員

石　 田　 道　 雄 遺伝学 厚生連上越総合病院　 産婦人科医長

高　 橋　 壮一郎 老年期病.態学 見附市保健福祉医療センター長

星　 山　 真　 理 病態学Ⅲ (内分泌) 柏崎中央病院　 副院長

佐　 藤　 昭　 雄 病態学Ⅳ (歯科) 佐藤歯科医院

石郷岡　　　 泰 行動科学 特別養護老人ホーム国見苑　 苑長

樋　 口　 正　 一 放射線医学 新潟労災病院　 放射線科部長

澁　 谷　　　 久 科学史

中　 島　 大　 住 文化人類学

古　 川　 素　 子 臨床栄養学

相　 川　 英 看護学持論.Ⅲ 県立中央病院　 院長

片　 桐　 明　 善 病態学Ⅱ (泌尿器) 県立中央病院　 泌尿器科医長

阿　 部　　　 惇 病態学 I (踊・造蛸) 県立中央病院　 診療部長

土　 田　　　　 正 病態学Ⅱ (脳神経) 県立中央病院　 診療部長

末　 山　 博　 男 放射線医学 県立中央病院　 放射線科部長

長谷川　 正　 樹 病態学I (腹部外科) 県立中央病院　 外科部長

内　 藤　　　 彰 病態学 I (消化器) 県立中央病院　 内科医長

山　 崎　 国　 男 病態学 I (消化器) 県立中央病院　 内科部長
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氏　　　 名 担 当　科　目 所　　　 属　　　 等

永　 井　 孝 病態学 I (血液・造摘) 県立中央病院　 内科部長

丸　 山　 雄一郎 病態学Ⅱ (腎臓) 県立中央病院　 内科部長

佐　 藤　 健比呂 病態学Ⅱ (碑・・腑・慮捕) 県立中央病院　 内科医長

濱　 田　 正　 明 病態学Ⅱ (皮膚科) 県立中央病院　 皮膚科医長

大　 島　　　 晃 病態学Ⅳ (眼科) 県立中央病院　 眼科医長

丸　 橋　 敏　 宏 生殖病態学 県立中央病院　 産婦人科部長

藤　 原　　　 満 病態学Ⅳ (耳鼻咽棉) 県立中央病院　 耳鼻科医長

須　 田　 昌　 司 小児期病態学 県立中央病院　 小児科部長

丸　 山　　　　 茂 助産診断技術学Ⅳ 県立中央病院　 小児科医長

山　 口　 正　 俊 薬理学 県立六日町病院　 薬剤部長

曽　 根　 啓 保健行政論 新潟県福祉保健部　 部長

片　 桐　 幹　 雄 保健行政論 新潟県福祉保健部健康対策課　 課長

峯　 田　 和　 彦 保健行政論 新潟県福祉保健部健康対策課　歯科保健係長

山　 崎　　　 理 保健行政論 新潟県福祉保健部健康対策課　感染症対策係長

松　 井　　　　 光 保健統計学 新潟県小出保健所　 所長

後　 藤　 雅　 博 地域精神保健学 新潟県精神保健福祉センター　 所長

上　 村　　　 桂 疫学 ・環境保健論 新潟県六日町保健所　 所長

西　 脇　 京　 子 公衆衛生学 新潟県糸魚川保健所　 所長

大　 村　 紘 関係法規 新潟県上越保健所　 所長

石　 本　 勝　 見 臨床心理学 新潟県新潟学園　 園長

荒　 川　 和　 浩 関係法規 新潟県コロニーにいがた白岩の里　 所長

山　 川　 かほる カウンセリング 松浜病院　 心理士
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④　事務職員名簿

(平成12年3月現在)

配　　　　 置 職　　　　　　　　 名 氏　　　　 名

事　 務　 局 事　　 務　　　 局　　　 長 田　 中　 宏　 樹

総　 務　 課 総務課長兼教務学生課長 田　 中　 俊　 雄

副 参 事 (庶 務 係 長 ) 杉　 田　 省　 五

主　　　　　　　　　　　 査 高　 橋　 直　 子

主　　　　　　　　　　　 任 本　 間　　　 徹

主　　　　　　　　　　　 事 内　 田　 恵　 子

嘱　　　　　 託　　　　　 員 関　 根　 加代子

教務学生課 副 参 事 (教 務 係 長 ) 村　 松　 良　 雄

主　　　　　　　　　　　 事、 渡　 部　 靖　 彦

〃 岡　 本　　　 剛

嘱　　　　　 託　　　　　 員 佐　 藤　 直　 美

図　 書　 学　 生　 係　 長 中　 島　 恒　 光

主　　　　　　　　　　　 任 金　 澤　 昌　 美

司　　　　　　　　　　　 書 吉　 原　 貴　 子

嘱　　　　　 託　　　　　 員 羽生田　　　　 崇

〃 太　 田　 尊　 文

〃 秦　 野　 忠　 男

非　　 常　　 勤　　 職　　 員 中　 島　 佳代子

(⑤　教員の転入転出一覧表

(転入者)

職　 名 氏　　　　 名 前　　 所　　 属 年 月 日

助　 教　 授 近　 藤　 好　 枝 12.　 4.　 1

講　　 師 大　 井　 ひ か る 東 京 大 学 医 学 部 付 属 病 院 〃

助　　 手 森　 本　 美 智 子 〃

〃 小　 嶋　 久　 枝 新 潟 県 小 出 保 健 所 〃

〃 垣　 内　 志　 保 東 京 大 学 医 学 部 付 属 病 院 〃

〃 山　 元　 智　 穂 聖 路 加 国 際 病 院 〃
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(転出者)

職 名 氏　　　　 名 転　　 出　　 先 年 月 日

講　　 師 金　 子　 史　 代 新 潟 青 陵 大 学 12 .　 4 .　 1

〃 渡　 邊　 典　 子 〃 〃

助　　 手 小　 池　　　 潤 新 潟 県 退 職 1 1 .　 7 .　 9

〃 福　 原　　　 紀 〃 1 2 .　 3 . 3 1

〃 島　 田　 有　 子 〃 〃

⑥　事務局職員の転入転出一覧表

(転入者)

職 名 氏　　　 名 前　　 所　　 属 年 月 日

事 務 局 長 小　 俣　　　 新 地 方 労働 委 員 会 事 務 局 12.　 4 .　 1

総 務 課 長 兼

教務学生課長

宮　 北　 昭　 治 環 境 生 活 部　 消 防 防 災 課 〃

主　　 任 石 置　川　 光　 司 糸 魚 川 財 務 事 務 所 〃

(転出者)

職名 氏　　　 名 転　　 出　　 先 年月 日

事務 局長 田　 中　 宏　 樹 新潟 県退職 11.　 3. 3 1

総 務課 長 兼

教務学生課長
田　 中　 俊　 雄 糸魚 川高校 12.　 4 .　 1

主　　 任 渡　 部　 靖　 彦 上越財 務事務 所 〃
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4　施設の概要

・施設面積　40,082㎡

・建物面積　鉄筋コンクリート造3階建　　　　校　舎棟　　8,781㎡

体育館棟　　1,323㎡

計　　　10,104㎡

(主な施設)

管理研 究棟 学長 室 、事務 局、研 究室 31、看護 学 実験 室 、会議 室 2、学生 食堂

図 書 館 棟 図 書館 (6 万冊所蔵 可能 ) 、 L L 教室 (ブー ス 56 台)

情報 科学 教室 (パ ソコン 56 台 )

教　 育　 棟 一講義 室 8、合同講義 室 2、実習室 6、実験 室 2、演習室 4

体 育 館 棟 体 育館 (講 堂兼用 ) , サー クル 室 5、 心理相 談室

グ ラ　ン ド 200 m トラ ック、 ソフ トボール場 、テ ニス コー ト2 面

駐　 車　 場 第 1、第 2 駐車場 (170 台駐 車 可能 )

5　予算の状況(11年度当初)

(単位:千円)

事　 業　 名 予　 算　 額 事　 業 .名 予　 算　 額

教　 職　 員　 給　 与　 費 48 5,5 18 教　 育　 研　 究　 費 34,428

維　 持　 管　 理　 費 52,895 非 常 勤 講 師 報 酬 等 17,202

運

営

費

運　　 営　　 費

各種会議 開催 費

各種団 体負担金

33 ,345

772

535

公　 開　 講　 座　 事　 業　 費 118

実習 指導者養 成委 託費 65 7

共　 同　 研　 究　 事　 業　 費 3,800

事

務

費

入　 学　 試　 験　 費

図　 書　 館　 費

設　 備　 充　 実　 費

5,044

10 ,888

11, 145

臨　 床　 実　 習　 指　 導　 費 6,00 7

学 内ネットワーク構 築費 8, 158

図　 書　 館　 シ　 ス　テ　 ム 1,73 3

合　　 計 6 72,245

-10-



6　主要行事

(1)　学年暦

学　 期 事　　　　　　 項 日　　　　　　　　　　　　　　　 程

前

期

入　　 学　　 式 4 月　 6 日 (火)

学内ガイダンス 4 月　 7 日 (水)

健　 康　 診　 断 4 月　 7 日 (水)　 ～　　 4 月　 8 日 (木)

学外ガイダンス

(看護学科 1 年)

4 月　 8 日 (木)　 ～　　 4 月　 9 日 (金)

前 期 授 業 開 始 4 月　 8 日 (木)

戴　　 幅　　 式 5 月　 7 日 (金)　 休　 講

関　学　記　 念　 日 5 月　 8 日 (土)

夏　 季　 休　 業 7 月 11 日 (日)　 ～　　 8 月　3 1 日 (火)

前　 期　 試　 験 9 月　 6 日 (月)　 ～　　 9 月　28 日 (火)

補　　　　　　 講 9 月　 29 日 (水)　 ～　　 9 月　30 日 (木)

後

期

後 期 授 業 開 始 10 月　 1 日 (金)

大　 学　祭　 準　備 11 月 19 日 (金)　 休　 講

大　　 学　　 祭 11 月　 20 日 (土)

冬　 季　 休　 業 12 月　 21 日 (火)　 ～　 1月 10 日 (月)

後　 期　 試　 験 2 月　 8 日 (火)　 ～　　 2 月 18 日 (金)

補　　　　　　 講 2 月 16 日 (水)　 ～　　 3 月 17 日 (金)

卒　　 業　　 式 3 月 14 日 (火)

春　 季　 休　 業 3 月　 21 日 (火)　 ～　　 3 月　 31 日 (金)
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(2)　主要行事等の概要

①入学式

看護学科第6期生99人、専攻科第3期生60人を迎える入学式が、磯部副知事

を始め多くの来賓の出席をいただき、4月6日(火)午前10時30分から本学の

体育館で挙行された。

②戴帽式

5月　7　日(金)に、県立中央病院長ほか実習施設の方々を来賓に迎え、本学と

して第5回目の戴帽式が体育館で行われた。

3年生から戴幅生(2年生)1人ひとりにキャッピングが行われ、看護の灯を

引き継いだキャンドルを胸にステージに並び、自分達で考えた「誓いの言葉」を

全員で述べた後、加藤学科長の訓辞、斎藤学長の式辞や来賓の祝辞を受けた。

式終了後、体育館で教員や先輩を交えて祝賀会が行われ、看護学生としての節

目を祝った。

<誓いの言葉>

私たちは、本学に入学して一年間、看護に

携わっていくための基礎的な学問を学んで

きました。

これから始まる臨床実習では、これまで学んで

きたことや臨床に接して感じ取れる数多くの体験を

確実に自分の知識・技術とし、常に看護の

本質とは何かを追求していく看護婦・看護士を

目指します。

私たちは、専門的な看護の科学的知識と

技術を持つものとして、看護の対象となる人の人権を

尊び、身体的・精神的・社会的にその人のもつ

能力が最大限に発揮されるように、真撃な態度で

看護学を学び続けることを誓います。

探求心を忘れず、勉学に励み、質の高い看護を

目指す実践に優れた看護婦・看護士になることを

皆様に誓います。

-12-



③　運営懇談会

関学後6回目の運営懇談会が平成11年10月　20日に行われ、本学側から大学

の当面する課題として、1.自己点検評価の実施　2.シラバスの編成　3.国家試験

対策について　4.就職・進路指導の充実　5.入試方法の再検討　6.コンピュータ

ネットワークシステム利用にかかる規則の整備　について説明した後に、ア.高

度な看護教育のめざすべき方向について　ィ.今後の看護教育について　ウ.大

学の公開について　エ.看護技術系の情報基地としての本学図書館の役割につい

て　オ.インターネットの活用について　カ.看護婦・保健婦・助産婦の今後の

需給見通しについてのテーマで意見交換を行った。

④　卒業式・修了式

本年度は、看護学科第4期生99人と専攻科第3期生60人(地域看護学専攻

45人、助産学専攻15人)を送り出す卒業式及び修了式が平野出納長をはじめ、

大津上越教育大学長、相川県立中央病院長ほか、多くの来賓の出席をいただき、

3月14日(火)午前10時から本校の体育館で厳粛な雰囲気の中で挙行された。
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7　教 育

(1)　教育目標とカリキュラムの概要

本学の教育は、生命への畏敬の念をもつことと人権尊重を基本理念とし、科学

性・合理性と豊かな人間性及び柔軟な感性をもつ看護の専門家を育成することを

目的とする。カリキュラムは広い視野と柔軟な感性で看護の対象に対応できる能

力、進歩発展する医療技術に対応できる基礎的な看護実践力及び看護学の発展や

看護技術の向上に貢献できる研究能力の基礎を養い、更に保健・医療・福祉チー

ムの一員として関連職種と連携し協調して看護の役割を果たす能力を育てること

を目標とし構成されている。平成9年度からカリキュラム改正に伴う検討を行い

平成11年度生から新カリキュラムで教育を行っている。平成9年度生、平成10

年度生は前カリキュラムである。

新カリキュラムは大別すると基礎分野と専門基礎分野及び専門分野からなる。

基礎分野及び専門基礎分野の多くは、1年次及び2年次で開講し、看護の対象と

なる人間を生物学的・心理学的・社会学的側面から理解することと、専門分野に

つながる基礎的知識を教授する。

専門分野は、基礎看護学、成人看護学、老年看護学、母性看護学、小児看護学、

精神看護学並びに在宅看護論があり、それぞれの科目には臨地実習科目が加わっ

ている。専門分野は3年間にわたって開講するが、1学年から2学年前期まで及

び3学年後期は主に講義、演習で教授し、2学年後期から3学年前期では病院・

施設・保健所・保育所・地域で臨地実習を行う。

また、情報処理技術の習得を図るため、コンピューター操作のオリエンテーシ

ョンを入学時に行い各科目のレポート作成に活用し、更に統計学、情報科学概論

及び演習、看護過程演習などの科目で積極的にコンピューターによる授業を展開

する。

(2)　臨地実習教育について

臨地実習科目は、看護教育カリキュラムにおいて重要な科目であり、知識と実

践を統合する科目である。臨床の場での体験学習によって科学的な思考や判断能

力を養い、看護基礎技術を習得させ自主的・創造的な学習能力を啓発する。

また、臨地実習教育に際し、開学時より臨床実習プロジェクトで作成した実習

要項により、実習指導方法を検討するとともに、実習施設との連絡調整及び実習

事例の検討会などを行ってきた。現在、この臨床実習プロジェクトは、教務委員

会に移行させる項目を整理して、臨床実習調整委員会として活動している。

関学以来、臨床実習指導者講習会に実習施設より毎年研修生を派遣している。

また実習施設の院内教育に、教員を派遣するなど努めている。
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8　学生に関する状況

(1)　在籍学生数(県内、県外別)

①　看護学科

県　 内 県　 外 合　 計

1 年 6 4 人 35 人 99 人

2 年 6 4 人 35 人 99 人

3 年 74 人 25 人 99 人

合 計 202 人 95 人 2 97 人

(2)　入学試験の状況

①看護学科一般試験　(募集人員70人)

②　専攻科

(平成12年3月現在)

県　 内 県　 外 合　 計

地域看護学

専　　　 攻
32 人 13 人 45 人

助産学専攻 12 人 3 人 15 人

合計 44 人 16 人 60 人

年　　 度 応募者数 受験者数 合格者数 入学者数

平
成
10
年
度

総　 数 348 266 79 70 (3)

県　 内 160 124 37 34

県　 外 188 142 42 36 (3)

平
成
11
年
度

総　 数 264 210 80 70

県　 内 119 105 27 34

県　 外 145 105 53 36

平
成
12
年
度

総　 数 354 260 72 59 (1)

県　 内 178 133 43 36 (1)

県　 外 176 127 29 23

【注】　上記表の()は男子を内数で示す。

②看護学科推薦入試　(募集人員50人　県内高校の3年生のみ)

年　　 度 応募者数 受験者数 '合格者 入学者数

平成 10 年度 85 84 30 3 0 (1)

平成 11 年度 80 80 30 30 (1)

平成 12 年度 10 6 10 6 50 50 (3)

【注】　上記表の()は男子を内数で示す。

-15-



③専攻科地域看護学専攻一般試験　(募集人員23人)

年　　 度 応 募者数 受験者 数 合格 者数 入学者 数

平
成
10
年
度

総　 数 148 126 24 23

県　 内 53 50 8 14

県　 外 95 76 16 9

平
成
11
年
度

総　 数 152 12 7 23 23

県　 内 53 4 8 3 15

県　 外 99 79 20 8

平
成
12
年
度

総　 数 95 75 23 23 (3 )

県　 内 40 36 1 1 15 (1)

県　 外 55 39 12 8 (2)

④専攻科地域看護学専攻推薦入試　(募集人員22人)

年　　 度 応 募者 数 受験 者数 合格 者 入学者 数

平成 10 年度 46 4 5 22 22 (1)

平成 11 年度 50 4 9 22 22

平成 12 年度 4 8 4 8 22 22

【注】　上記表の()は男子を内数で示す。

⑤専攻科助産学専攻一般試験　(募集人員8人)

年　　 度 応募者数 受験者数 合格者数 入学者数

平
成

10
年
度

総　 数 38 34 8 7

県　 内 19 18 5 5

県　 外 19 16 3 2

平
成

11
年
度

総　 数 49 48 8 8

県　 内 23 22 3 6

県　 外 26 26 5 2

平
成

12
年
度

総　 数 35 3 1 8 8

県　 内 24 22 3 3

県　 外 11 9 5 5
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⑥専攻科助産学専攻推薦入試　(募集人員7人)

年　　 度 応募 者数 受験 者数 合格 者 入学者 数

平成 10 年 度 26 26 7 7

平成 11 年 度 15 15 7 7

平成 12 年 度 10 10 7 7

(3)　奨学金等の貸与の状況

(平成12年3月現在)

日　 本　 育　 英　 会 新潟県奨学金 新潟県看護職員修学資金 他　 県

種 種 県教育委員会

月額 32,000 円

県福祉保健部福祉保健課

特別　 月額 32,000 円

一般　　 〝 16,000 円

岐阜県

野県

戸倉町自宅生 自宅外生 自宅外生

7 人 93 人 19 人 3 人 78 人 10 人

(4)　心理相談(学生相談)

平成7年4月より、心理カウンセリングなど本学学生への心理的援助サービスを目的と

した心理相談部門が、学生相談の一部門として組織された。それに伴い設置された「心理

相談室(兼心理学準備室)」にて、心理相談担当教員がカウセリングや心理判定などの心

理相談業務に当たってきた。

平成11年度からは心理相談担当教員が転出したため、学生心理相談は、学年ディレク

ターが担当することとなったが、青年期アイデンティティに関わる問題や対人的な悩み、

不安、学習意欲減退などの心理相談で一応の効果をあげている。

9　図　書　館

(1)　概　要

①　図書館の各種方針

本学の図書館機能は、その教育活動方針にのっとり、1)学習支援、2)研究支援、3)地域

の看護・福祉関係者への情報提供という3つの柱を基に構築されている。

第1の学習支援については、看護学関係の学習図書の充実を考え、次にその関連分野で

ある医学、自然科学一般、統計学等に関する図書を整備してきた。また、豊かな人間性の

涵養を目指して、文学など教養関連の書物、及び新聞と週刊・月刊の一般雑誌の導入を行

った。これらの図書とは別に、ビデオ、LD、CD、カセットテープ及びCD-ROMな

どマルチメディア製品の購入を図った。

第2の研究支援では、看護学の学術情報、特に文献情報サービスの充実を図った。平成

11年度現在で、図書館全体では165種類の各種雑誌を所蔵しているが、そのうち看護系
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の雑誌は75種類を数えた。書誌情報誌としては、医学中央雑誌と日本看護関係文献集

International Nursfng Index(INI)、Cumulative Index to Nursing & Allied Health

Literature(CINAHL)を備えた。

第3の地域の看護・福祉関係者への情報提供という、開かれた図書館を目指しての活動

は、従来の方針どおり、看護や福祉関係等の学外者の学習と研究支援を目的に、図書の閲

覧と貸出を行った。平成11年度に新規登録をした学外者は104名であり、年々利用者が

増加している。

②情報検索システムの整備

図書、資料等の不足を補うため、次の機器・文献検索システム等を整備している。なお

平成11年度は、利用者端末を1台増設し、インターネット接続も可能となった。

・国立情報学研究所とのオンライン文献検索(NACSIS-IR)

・県立図書館とのオンライン書誌情報の検索

・県図書館協議会加盟各図書館との相互貸借

・医学中央雑誌CD-ROM版による検索(LAN仕様に更新)

・国立情報学研究所の〝目録所在情報サービス〟への参加

③　コンピュータシステムの活用

次の図書館業務の効率化を図るため、コンピュータを導入している。

・貸出原簿・利用者登録・蔵書管理・図書検索・原簿、目録の印刷

・統計処理・学内LANを利用しての文献コピーサービス受付

④　開館延長時間の実施

昨年度に引き続き、非常勤嘱託員を雇用し月曜日から金曜日(大学の休業日を除く)は、

午後7時30分まで開館時間を延長し、また、土曜日(祝祭日と大学の休業日を除く)も

午前9時30分から午後4時30分まで開館して学生及び学外利用者の利便を図った。

(2)　今後の整備方針

当館は看護の専門図書館として、引き続き看護、医療関連の図書・学術雑誌の

充実を図りたい。
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(3)　蔵書構成

区　　　　 分 蔵　 書　 冊　 数 雑　 誌　 種　 類 視 聴 覚 資 料 点 数

総　　　 記 6 52 6 0

哲　　　 学 1,09 9 2 34

歴　　　 史 544 1 4

社 会 科 学 4,046 15 77

自　然 科 学 14,640 13 3 6 54

技　　　 術 50 5 4 2 1

産　　　 業 113 0 1

芸　　　 術 726 2 20 8

二=±-・　　　　　　 至丘
目　　　　　　　　　 口口

1, 15 1 1 「■〇

文　　　　 学 1,444 1 13

計 2 4,920 165 1,0 17

内　　　 訳

和 書　　　 22 ,978 日本 語　　　 143

洋 書　　　 1,942 外 国 語　　　　　 22

(4)　図書館利用サービス

入　　　 館　　　 者　　　 数 57,6 15 人 (内学外利用者 1,279 人)

館外貸出

学　　　　　　 生 4,353 人 8,3 15 冊

教職員 ・その他 893 人 2, 120 冊

計 5,246 人 10,4 35 冊

視　　 聴　　 覚　　 資　　 料 393 人 745 点

学外者利用カー ド登録者数 316 人 (平成 12 年 3 月　31 日現在)

その他

①　文献検索　　　　　　CD-ROM検索　　　　　　　129件

NACSIS-IR代行検索　　　　　　3件

②　相互貸借業務　　　　他館への依頼　　　　　　　434件

〟　からの受付　　　　　　　18件
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10-教員の研究・研修活動

(1)　研究業績

①論文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(本学教員は下線表示)

題　　　　　 名 氏　　 名 雑誌名 ・巻 (号) ・頁 年 所 属

上越地域でのこれからの住宅 杉田収

== - ::

安田かづ子

坐堕直子

壷塵里子

山際和子*

田鹿荘子

佐々木美佐子

ほか

新潟県立看護短期大学紀要

5, 27・40

1999 * 新潟県福

祉保健部福

祉保健課

Sural・lateral plantar　nerve

COm m un ication s in Japanese

m aCaqu e.

Sekiva.S . A cta. A n at. N ippon 74(6),

603-608

1999

トライハウスの模型作製の試み 盟後位=

杉田 収

水戸美津子*

直後踵子　 ほか

新潟県立看護短期大学紀要.

5 , 55 - 63

1999 * 山梨県立

看護大学

看護婦イメージに関する研究

(2)

小林 ミチ子

杉田崖子　 ほか

新潟県立看護短期大学紀要

5, 9-16

1999

コミュニケーション指導におけ

る学習者のパーソナ リティとイ

ンターラクション

史杉埴生 新潟大学教育人間科学部英

語学会 R E U N IO N 31 , 29-

35

1999

T he　E ftbct　of T w o　D iftbren t

K inds of R epetition D rills on

Jap an ese　 E F L　 Learn erS'

L isten in g A bility :T he C arefu l

C olloquial Style　 an d　 the

R apid　C olloquial S tyle　w ith

Soun d C h anges

旦杉埴生 大学英語教育学会紀要第 31

ロ号, 65・78

2000
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英語が好きになる動機づけとし

ての 「癒され体験」一授業での

「傷っき体験」と 「癒され体験」

の実態調査より-

中村博生 新潟県立看護短期大学人間

科学研究会誌 人間科学研究

2 , 75・91

2000

ロールプレイを用いた授業の評

価一成人看護学実習Ⅲ　 手術を

受ける患者の呼吸援助-

小林優子

山田正実

太田和美

新潟県立看護短期大学紀要

5, 65-79

1999

心臓カテーテルによる検査及び

治療を受ける患者へのオリエン

テーションの実態調査一第 2 報

金子史代

小野澤康子

山田洋子　 ほか

新潟県立看護短期大学紀要

5, 41-53

1999

市販飲料中の抗酸化能の比較 山田洋子

石澤信大*

杉田収　 ほか

新潟県立看護短期大学紀要

5, 8 1・87

1999 * 新潟大学

医学部検査

診断学

保健所保健婦のコンサルテーシ

ョン機能

小林恵子

斎藤智子

佐々木美佐子

平澤則子

飯吉令枝　 ほか

新潟県立看護短期大学紀要

5, 89・102

1999

「わたし」と 「いや し」「消費社

会における「癒 し」とは-

渡辺弘之 新潟県立看護短期大学人間

科学研究会誌

人間科学研究 2, 49-74

2000

看護婦イメージに関す る研究

(1)

和田佳子

小林ミチ子　ほか

新潟県立看護短期大学紀要

5, 3-8

1999

産褥期のマタニティ ・ブルーズ

に関する心理学的考察

松岡治子*

酒井規子* *

和田佳子

日本大学心理学研究2 1,

74-80

2000 * 群馬県立

医療短期大

学

* * 仙台市

児童相談所

術後イレウスの発症と日常生活

との関連性に関する研究

山田正実

小林ミチ子 ほか

新潟県立看護短期大学紀要

5, 17-25

1999
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②著書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(本学教員は下線表示)

書　　 名 監修 ・編集 ・著者名 分担執筆の題名 出版社 ・分担執筆頁 地名 年

2000 年版保 健

婦 ・保健士　 国

家試験　 解答と

解説

医学書院看護出版部

編集, 佐々木美佐子

ほか解答 ・解説

教科別 1994 年(第 80

回)～1998 年(第 84 回)

保健婦 ・保健士国家試

験　 解答 と解説

地域看護学 I

出題傾向と対策, 問題

1・48

地域看護学Ⅱ

問題 4 1, 5, 12, 13

保健福祉行政論

問題 3, 16, 29, 3 1,

33, 40

1999 年(第 85 回) 保健

婦 ・保健士　 国家試験

解答と解説

問題 1・3, 5・9, 20, 28,

30, 47, 53-55

医学書院

32, 41・63

93, 163, 166, 167

246, 252, 258, 259 ,

260, 264

393, 394, 395, 396,

399, 400

東京 1999

健康 と病気のし

くみがわかる解

剖生理学

K .J.W . W ilson , A .

W au gh 著, 島田連

生, 小林邦彦, 渡辺

轄監訳, 関谷伸一 ほ

か翻訳

第 2 章 「細胞, 組織,

身体の構成」

西村書店

19・48

新潟 2000

エアロビックダ

ンス基礎理論ハ

ン ドブック第 6

版

池田美知子編著

小林優子　 ほか著

11章エアロビックダン

スと栄養

教育インフォメーシ

ョンサービス

22-・25

埼玉 1999

生命 と社会を考

える

渡辺弘之編集 頁ネーシ ョンシステ

ム

上越 2000

へンダーーソン,

ロイ, オレム,

ぺプロウの看護

論 と看護過程

金子 .道子編著

熊倉みつ子, ほか著

普遍的セルフケア要件

の理解

I . 十分な空気摂取の

維持の概念　 Ⅱ. 十分

な水分摂取の維持の概

念　 Ⅲ. 十分な食物摂

取の維持の概念

照林杜 177-226 東京 1999
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③学会発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(本学教員は下線表示)

演　　 題　　 名 氏　　 名 発 表 学 会 名 発表年月 日 発表地

枕元への患者引き上げの実態

調査一従来の方法とベク トル

の方法との比較-

清滝とも子

渡辺美保

加藤光賓　 ほか

第 19 回関東甲信越地区看

護研究学会

1999.9.28 千葉市

退院後新生児の臍に関する調

査

太田美智子

山本厚子

加藤光賓　 ほか

第 38 回全国自治体病院学

会

1999.10.21 福岡市

在宅酸素療養生活に向けて入

院中の看護ケアーの検討- 在

宅酸素療法患者の実態調査を

通して-

川崎松美

阿部明子

加藤光賓　 ほか

平成 11 年度新潟県看護協

令看護研究発表会

1999.12.9 新潟市

A L S 患者の車椅子束車に関す

る事例検討一人工呼吸器を装

着 し, 全面介助を必要とする

患者の場合-

福原信義

山田きよ子

月岡千秋

加藤光賓　 ほか

厚生省特定疾患 ・特定疾患

の生活の質 (Q O L ) に関す

る研究班会議学会

1999.12.15 東京都

飲み物中の過酸化物の測定 杉田　 収

山田洋子　 ほか

第 39 回日本臨床化学会 1999.9.30 京都市

C H P /H b ・M B 法によるケ

ルセチンとカテキンの測定

杉田　 収

中野正春　 ほか

第 46 回日本臨床病理学会 1999.11.12 熊本市

先天性目蓋形成不全および亜

脱臼症例の追跡調査か ら見た

治療の必要性 と超音波断層法

による早期診断の経験

畠山征也

本間政文

中野正春

第 38 回小児股関節研究会 1999.6.26 仙台市

ニホンザルにおける俳腹神経

と外側足底神経の交通

関谷伸一 第 15 回日本霊長類学会大

会

1999.6.19 宮崎市

俳腹神経 と腔骨神経間の交通

枝の線維解析

関谷伸一　ほか 第 105 回 日本解剖学会全

国学術集会

2000.3.29 横浜市
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T h e E ffect of T w o D ifferent

K in ds of R epetition D rills on

Japanese E F L L earners

L istening A bility: T h e

C arefulC olloquialS tyle and

th e R apid C olloqu ial S tyle

w ith S ou nd C hanges

llfeォin: 第 12 回国際応用言語学会

世界大会

1999 .8.5 東京都

「高齢者への援助行動に関す

る研究- 高校生を対象にー」

塚田昌義

∠上本優子

第 14 回日本保健医療行動

科学会大会

1999.6 .19 東京都

思春期のヘルスコンサーンに
[関する研究ー養護教諭の認識

との比較-

吐塵慶子 ほか 第 46 回日本学校保健学会 1999 .ll.28 名古屋市

心臓カテーテルを受けた患者

の不安 と苦痛の分析

金子空虚

小野澤康子

第 19 回 日本看護科学学会 1999.12 .4 静岡市

老人看護学実習の学習内容の

分析- 特別養護老人ホームに

おける実習効果ー

丞旦隆子

田中キミ子

第4 回 日本老年看護学会

学術集会

1999.ll.13 松本市

里帰 り分娩における夫の家事

分担に関する実態

荒井正美

矢坂陽子

小林美代子

日本母性衛生学会第 40 回

大会

1999.10.1 横浜市

分娩後の過ごし方 と夫の家事

分担に対する妻の意識

,
小林美代子 ほか 日本母性衛生学会第 40 回

大会

1999 .10.1 横浜市

介護者 Q O L (生活の質) の

規定要因

∠1土建恵子 日本家族看護学会第6 回学

術集会

1999.9.18 浜松市

コミュニティ ●ミーティング

の成果と課題

金子仁子

北山秋雄

米山奈奈子

m -

第 58 回 日本公衆衛生学会 1999.10.22 別府市
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神経系難病の夫を持っ妻の生

活の変化と心理的福利- ライ

フコースの視点から高齢期の

妻の支援を考える一一一

空運剋子 第 30回日本看護学会(老人

看護)

1999.10.19 大宮市

看護学生の市町村実習におけ

る学びの検討　 - 実習記録の

分析から-

飯吉令枝

斎藤智子

佐々木美佐子

日本地域看護学会　 第2 回

学術集会

1999.6.19 玉穂町

看護学生の対児感情に及ぼす

母性看護実習の影響

和田佳子　 ほか 日本心理学会第 63 回大会 1999.9.6 名古屋市

看護教育における臨床実習指

導に生かすデータベース作成

の試み

大久保明子

飯吉令枝　 ほか

第 4 回上越技術学会 1999 .12.4 上越市

尿失禁の受診行動に及ぼす影

響の実態調査

太田和美 平成 11 年度新潟県看護協

会看護研究発表会

1999 .12.9 新潟市

臨床現場における, 実践に役

立っカウンセ リング実習プロ

グラムの開発(第四報)

飯田俊穂

小室清子

角田みすず

岡村典子　 ほか

第 32 回日本カウンセ リン

グ学会

1999.7.4 東京都

水分管理困難な透析患者に対

する心理的アプローチ

市川るみ子

小野塚久美子

宮澤成弘

岡村典子

第26 回東北腎不全研究会 1999.8.29 弘前市

体位, ポジシ ョニング ・ピロ

ーの位置の違いによる体圧の

変化一一仙骨部 ・大転子部をと

りあげて-

小竹佐智代

菅原よしえ

塚田貴子

徳永恵子

島田有子　 ほか

第 1回日本褥癒学会学術集

会

1999.9 .4 東京都

圧受容体反射感受性 と身体活

動度の定量的検討について

島田有子　 ほか 第 4 回聖路加看護学会学

術大会

1999.9.25 東京都
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④総説

題　　　　　　　 名 氏　　 名 雑 誌 名 ・ 巻 (号) ・貢 年

痛 み の ある患者 へ の看 護 の実 際一 体

位 ・肢位による痛み ;その緩和の抜術

加藤 光寶 看護技術 45(5), 56 ・60 1999

ナースの職業病 ・腰痛の予防法 加藤光寶 エキスパー トナース 15(4), 60・63 1999

尿 中N ・アセチルーβ・D グル コサ ミニダ

ーゼ

杉 田　 収 日本臨床 57 巻増刊号, 128・130 1999

酵素結合性免疫 グロブ リン 杉田　 収 日本臨床 57 巻増刊号, 225・227 1999

N ・アセチル・β-D グル コサ ミニダーゼ 杉田　 収 日本臨床 57 巻増刊号, 454・457 1999

少子社会 日本における R eproductive ・

health/ righ ts の課題 (その 2 )

川崎佳代子

曽我部美恵子

早川有子

渡邊典子 ほか

自治医科大学看護短期大学紀要 7 ,

47・57

/

1999

(2)その他報告・随想など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(本学教員は下線表示)

題　　　　　　　 名 氏　　 名 掲 載 雑 誌 名 ・ そ の 他 年

椎間板ヘルニア患者 の看護 加藤光賓

秋山智弥

小林優子

山田正実

太田和美

ク リニカルスタディ 20(11), 17-27 1999

対談　 今年の国家試験 をめぐって 加藤光寶 ほか 看護教育 40(の, 508・519 1999

対談　 今年の国家試験 をめ ぐって 加藤 光寶 ほか 医学教育情報誌 「ェヌ」16 1999

日本 における看護教育の現状 と課題 、加藤光賓 第 4 回 日・米短期大学国際交流セ ミ

ナー

1999

日本における看護教育の現状 と課題 加藤光賓 全国公 立短期 大学 協会　 公短 協第

37 号

1999

べスにふれて　 病棟 間交流が もた らし

た もの⑧在院 日数短縮後の反省 と確立

加藤光寶 看護管理 9(3), 2 16・220 1999
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保健所保健婦の市町村保健活動支援に

おけるコンサルテーション機能の調査

佐 々木 美佐 子

矢坂陽子

小林恵子

空運剋子

飯吉令枝

斎藤智子

平成 10 年度新潟県立看護短期大学

共同研究　 保健所保健婦の市町村保

健活動支援におけるコンサルテーシ

ョン機能の調査報告書

1999

在院 日数が短くなるほど, 行動科学を

用いた患者指導が必要です

小林優子 エキスパー トナース 15(10), 73 1999

国講を乗 り越 える秘訣　 栄養バランス

に気をつけて

坐巫慶子 クリニカルスタディ21(1), 72-73 1999

国試を乗 り越 える秘訣　 ウオーキング

のすすめ　 外の空気を吸ってみよう

小林優子 クリニカルスタディ21(1), 74 1999

国試必勝のための "べからず 10" 国家

試験をなめてはいけない !

小林優子 クリニカルスタディ21(1), 75 1999

コペンハーゲン市立病院< 老年科> 視

察報告

本月遡 子 第7 回高齢者福祉視察の旅報告書 :

だれにも 『居場所』がある国へ, 日

野社会教育センター, 29-31

1999

仲間に恵まれてデンマーク再訪 水口陽子 第 7 回高齢者福祉視察の旅報告書 :

だれにも 『居場所』がある国へ, 日

野社会教育センタ一, 58-59

1999

ヴオア ・フルー ・プライエム 本且陽子 ほか 第 7 回高齢者福祉視察の旅報告書 :

だれにも 『居場所』がある国へ, 日

野社会教育センター, 19-20

1999

ヴオア ・.フルー ・プライエム体験ステ

イ

丞旦後子 ほか 第 7 回高齢者福祉視察の旅報告書 :

だれにも 『居場所』がある国へ, 日

野社会教育センター, 2 1-25

1999

デンマークの在宅ケアサービスの現状
「に関する報告- ロスキレ市の高齢者福

:祉施設の視察より (第2 報) -

丞旦後子

田中キミ子

山田洋子

新潟県立看護短期大学紀要 5, 111-

122

1999
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神経系難病の夫を介護する妻の心理的

福利からみた援助の課題

平澤則子 第 30 回日本看護学会論文集　 老人

看護, 18-20

2000

快適住まい環境研 究会報告　 第 4 報

ー住むことから 「住居」を考える-

安田かづ子

杉田　 収

関谷伸一

佐々木美佐子

小林恵子

齎藤智子

西脇洋子　ほか

新潟県立看護短期大学紀要 5, 103-

109

1999

アメリカにおける医療の変革に対する

大学看護教育の現状と課題

山田正実

迦塵並童

秋山智弥

小林ミチ子

小林優子

新潟県立看護短期大学紀要 5, 123 -

127

1999

(3)講演及び研修会講師

題　　　　　　　　　　 名 氏　　 名 講　 演　 会　 名 年 月　 日 場　 所

看護研究　 ①②③ 加藤光寶 国立犀潟病院看護部

研修

1999.5.10,

8 .25,10 .27

大潟町

関わ り技法 加藤光賓 青森県看護協会　 平

成 11 年度ステップ

アップⅡレベル研修

会

1999.7.16 青森市

リーダーシップ ①② 加藤光賓 悠久荘看護部 リーダ

ーシップ研修

1999 .5.20,

2000.2.23

長岡市

看護過程　 ①② 加藤光賓 知名堂病院看護部研

修

1999.6.3,」

6.11

上越市

看護研究　 ①②③ 加藤光賓 県立柿崎病院看護部

研修

1999.5.28,

12 .1,2000.

2.5

柿崎町
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事例検討 加藤光賓 新潟県福祉保健部平

成 11 年臨地実習指

導者研修会

1999 .7.27 上越市

「看護論」ヘンダーソンを中心に 加藤光賓 新潟県厚生農業協同

組合連合会 ・看護教

育研修Ⅱ

1999.8.4 _長岡市

看護カリキュラムの変遷 加藤光賓 新潟労災病院看護部

研修

1999.9.9 上越市

実習指導の方培①②③④ 加藤光寶 新潟県福祉保健部平

成 11 年度実習指導

者養成講習会

1999.9 .17,

9 .24,10.1,

10.8

新潟市

看護研究①②③④⑤ 加藤光賓 見附市成人病センタ

ー病院看護部研修

1999.9.10,

12.4,

2000 .1.15,

2.19,3.4

見附市

積極的傾聴法　 関わり技法 加藤光蜜 新潟南病院看護部研

修

1999.10 .16 新潟市

看護研究講評 加藤光賓 看護協会三条地区協

会研究学会

1999.3.4 三条市

障害者 ・高齢者に快適な住まいづくり 杉田　 収 上越市視覚傷害者福

祉協会

1999.10.31 上越市

上越市の住まいとまちづくり 杉田　 収 環境と共生する住ま

い ・まちづ くりフェ

スティバル

1999.3.25 上越市

障害 ・疾病の理解 中野正春 平成 11 年度新潟県

ホームヘルパー養成

研修 2 級課程

1999.12.17

2000.1.14

上越市

実習指導の実際(在宅看護論実習) 佐々木美佐子 新潟県福祉保健部平

成 11 年度実習指導

者養成講習会

1999.9.28 新潟市
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ホームヘルプサービスに関する知識 と

方法　 介護概論

佐々木美佐子 浦川原村ホームヘル

パー養成研修 3 級課

程

1999 .10.28 浦川 原

村

保健所 と市町村が行 う保健事業と保健

婦 ・士活動の展開

佐々木美佐子 新潟県保健福祉部

平成 11 年度市町村

保健婦 ・士等新任者

研修会

1999.10 .29 新潟市

実技講習

共感的理解 と基本的態度の形成

佐々木美佐子 浦川原村ホームヘル

パー養成研修 3 級課

程

1999.11.4 浦川 原

村

看護の現場から 佐々木美佐子 新潟東社会保険事務

所職員研修

1999.12.8 上越市

地域保健と学校保健の連携 佐々木美佐子 新潟大学養護教諭特

別別科養護教育実践

研究

1999.12.17 新潟市

在宅看護論実習
[- 実習指導の実際と課題-

佐々木美佐子 新潟県保健福祉部

在宅看護論実習指導

者研修会

1999.2.10 新潟市

もし突然介護を必要 とする家族が出た

「ら

佐々木美佐子 上越市南城 4 丁目町

内会健康講座

1999.2.16 上越市

介護の現状とジェンダー 佐々木美佐子 大潟町 2000 年セ ミ

ナー

1999.3.1 上越市

寝たきりにしない, ならないために 佐々木美佐子 新潟県立中央病院

地域活動推進事業

1999 .3.8 上越市

看護の心 長野　 勝 国立埼玉病院附属看

護学校　 講演会

2000.3.8 和光市
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研究のまとめ方 小林優子 厚生連刈羽郡総合病

院看護部教育委員会

研修会

1999.6.30 柏崎市

調査研究の方法　 t 検定 とx 二乗検定

の使い方

小林優子 厚生連刈羽郡総合病

院看護部教育委員会

研修会

1999.12.8 柏崎市

ひとがひとに関わるということ 秋山智弥 国立療養所犀潟病院

看護部講演会

1999.5. 大潟町

看護研究における研究計画書の書き方 秋山智弥 新潟県立新発 田病院

看護部研修会

1999.6 .5 新 発 田

市

プライマ リーナーシングを支えるもの 秋山智弥 新潟県立中央病院高

等看護学校同窓会講

演会

1999.7.3 上越市

プライマ リーナーシングを支えるもの

( 1 ) (2 )

秋山智弥 国立療養所東埼玉病

院看護部講演会

1999.7.14

1999.9.2

蓮田市

医療の基礎知識 秋山智弥 上越市老人介護講習

会 (ヘルパー3 級対

応 コーネ)

1999.8.31 上越市

老人の心理

[

秋山智弥 上越市老人介護講習

会 (ヘルパー3 級対

応コース)

1999.8.3 1 上越市

[老年期精神科看護概論 秋山智弥 国立療養所犀潟病院

老人性痴呆疾患対策

研修

1999.10.5 大潟町

実習指導の実際(成人看護学実習) 講義 金子史代 新潟県福祉保健部平

成 11 年度実習指導

者養成講習会

1999.10.19 新潟市

実習指導の実際(成人看護学実習) 演習 金子史代 新潟県福祉保健部平

成 11 年度実習指導

者養成講習会

1999.10.18

,21,25-28

新潟市
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看護研究のまとめ 金子史代 新潟県済生会三条病

院　 看護部研修

1999 .8.3・4,

9 .23,

2000.3.31

三条市

病気の子どもの世話 秋山啓子 保育サポーター養成

講座

1999.7.13 上越市

実習指導の実際(小児看護学実習) 講義 秋山啓子 新潟県福祉保健部平

成 11 年度実習指導

者養成講習会

1999.10.8 新潟市

実習指導の実際(小児看護学実習) 演習 秋山啓子 新潟県福祉保健部平

成 11 年度実習指導

者養成講習会

1999.10.18

・29

新潟市

実習指導の実際(在宅看護論実習) 演習 小林恵子 新潟県福祉保健部平

成 11 年度実習指導

者養成講習会

1999 .10.18

-28

新潟市

コミュニティ ・ミーティングの手法を

学ぶ

パー ト1 「ヘルスプロモーションの理

念を実践活動に生かすためのコミュニ

ティ ・ミーティングの手法について」

平澤則子 上越保健所保健婦業

務研究会

1999.4.23 上越市

コミュニティ ・ミーテ ィングの実際 1 ,

2

平澤則子 新井市栄養教室 1999.7.16

1999.8 .18

新井市

へルスプロモーシ ョンの理念を実践活

動に生かすためのコミュニティ ・ミー

ティングの手法について

平澤則子 上越・糸魚川保健所

管内行政栄養士業務

研修会

1999.8 .10 上越市

コミュニティ ・ミーティングの理論と

実際

平澤則子 上越地区協会保健婦

職能研修会

1999.11.6 三和村

コミュニティ ・ミーティングの手法を

学ぶ

パー ト2 「コミュニティ ・ミーティン

グか ら施策化へ」

平澤則子 上越保健所保健婦業

務研究会

2000 .2.18 上越市
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在宅支援の中で難病ボランティアに期

待すること

平澤則子 上越保健所難病ボラ

ンティア研修会

2000.3.22 上越市

思春期のこころ 渡邊典子 思春期保健相談事業

集団指導講演会

1999.6 .11 新潟市

母と子の健康について 渡邊典子 上越市立公民館す く

すく子育てセ ミナー

1999.9.16 上越市

福祉理念 とケアサービスの意義 渡辺弘之 新潟県ホームヘルパ

ー養成研 修(2 級課
程)

1999.12.14 上越市

思秋期を素適に過 ごす為に考えたい こ

と

安田かづ子 六日町保健所健康教

室

1999.4.30 六 日町

高齢化社会に向かって- 思秋期を自分

らしく

安田かづ子 郵政省簡易保険事業

かんぼ介護教室

1999.6 .5 糸 魚川

市

思秋期をゆたかに ・・・尿失禁体操も 安田かづ子 株式会社大和上越店

友の会健康教室

1999.6.12 上越市

思秋期をゆたかに ・・・尿失禁体操も 安田かづ子 株式会社大和長岡店

友の会健康教室

1999.6.13 長岡市

親子で考えよう!私たちの命 ! 安田かづ子 春 日小学校第 4 学年

PT A 行事 「性教育講

演会」

1999.6.19 上越市

30 代からの性, より素適にす ごすため

に

安田かづ子 西川町保健委員研修

会

1999 .6.27 西川町

ほかほか体操で更年期から幸年期へ 安田かづ子 新潟県看護協会六 日

町地区協会研修会

1999 .10.23 六日町
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尿失禁 とその予防 安田かづ子 大和町更年期女性健

康講座 「からっと教

室」

1999 .11.6 大和町

更年期からの病気の予防 と対処一尿失

禁予防のための体操

ヽ

安田かづ子 上越保健所生涯を通

じた女性の健康支援

事業 「健康教育事業」

-1999.12.22 浦川 原

村

思秋期をゆたかに, そして素適に過 ご

すために

安田かづ子 巻保健所管内母子保

健推進員研修会

2000.3.5 燕市

看護理論 熊倉 みつ子 栃木県看護協会

平成 11 年度看護理

論研修会

1999.7.19 宇都宮

市

看護論 I 熊倉 みつ子 栃木県看護協会

平成 11 年度ファー

ス トレベル研修会

1999.7.30-

31,8.17-18

宇都宮

市

(4)学会及び社会での活動

氏　　 名 事　　　　　　　　 項 就 任 年

小野澤康子 日本サイコオンコロジー二学会世話人 1997～

田中キミ子 テレトピア ・在宅看護研究会委員長 1998～

杉田　 収 日本電気泳動学会評議員

日本自動化学会評議員

生物試料分析学会評議員

日本臨床病理学会評議員

日本臨床化学会評議員

日本臨床化学会甲信越支部長

上越市大にやさしいまちづくり推進計画策定委員会委員

新井市住宅マスタープラン策定委員会委員

1975～

1975～

199 1～

199 1～

1992～

1997～

1999～

1999～

中野正春 新潟地域留学生等交流推進会議運営委員会委員 1996～

佐々木美佐子 上越在宅ケア研究会幹事

全国保健婦教育機関協議会理事

上越市介護保険事業計画策定委員会副委員長

新潟県介護保険審査会委員

1996～

1997～

1998～

1999～

中村博生 関東甲信越英語教育学会理事 1990～

山本澄子 日本看護学会(看護教育)抄録選考委員 1999～



水口陽子 テ レトピア ・在宅ケア研究会委員 1998～

小林恵子 上越市美 しいまちづくり環境ア ドバイサー

上越市住まい ・まちづくりワークショップ 委員

上越市民ごみ憲章制定に係る検討委員会副委員長

1998～

1999～

1999～

平澤則子 日本看護協会先駆的保健活動普及推進小委員会委員

糸魚川市高齢者心とからだの健康作 り検討委員会ア ドバイザー

1999～

1998～

渡邊典子 新潟県看護協会思春期電話相談委員 1998～

熊倉 みつ子 全国膠原病友の会栃木県支部役員 1979～

岡村典子、 財団法人全国農村保健研修センター　 臨床心理カウンセリング研究会認定

フアシリテ一夕ー

1999～

(5)教員海外研修

氏　　 名 研　 修　 テ　 ー　 マ 研 修 地 名 期 間

加藤光賓 第 4 回 日・米短期大学国際交流ゼミナール 米国 ・ホノルル 1999 .6.20.25

田中キミ子 第 6 回国際セルフケア看護理論学会 タイラン ド・バ ン

コク

2000.2.11・13

渡辺弘之 東南アジアにおける大都市の下層就業層の形成

過程

ベ トナム ・ホーチ

ミン

カンボジア ・プノ

ンペン

1999.7.24・

1999.9.8

(6)共同研究(本学共同研究事業費による)　　　　　　　　　　　　　　　(本学教員は下線表示)

題　　　　　　 名 研 究 者 名 所　 属 研究開始年 期　間

リウマチ疾患患者の退院受容に影響

する要因に関する研究

迦塵迫寶

小林ミチ子

渋谷正子*

* 県立瀬波病院 1998 年 2 年

心臓カテーテル検査後の出血に及ぼ

す要因

加藤光賓

吉田郁*

佐藤誠美*

橋本亜紀*

大石根久子*

* 心臓血管研究所附属

病院看護部

1999 年 2 年

股関節手術患者の排壮の自立の検討 加藤光寶

吉田奈苗*

国分ノリ子*

* 東京大学医学部附属

病院

1999 年 1 年
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老年者のコミュニケーション特性に

関する研究

田中キミ子

水口陽子

1999 年 2 年

新 しい抗酸化能測定法の開発 杉田　 収

中野孟春

石澤信大*

岡田正彦*

松戸隆之*

* 新潟大学医学部検査

診断学

1998 年 3 年

助産婦教育における分娩実習の指標

の検討

中野正春

渡辺典子

村山陵子*

* 埼玉県立大学 1998 年 2 年

訪問看護ステーションの教育ニーズ

に関する研究

佐々木美佐子

矢坂陽子*

小林恵子

平沢則子

飯吉令枝

斎藤智子

熊倉みつ子

* 新潟県上越テクノス

クール

1999 年 2 年

lli市町村保健活動における保健所の地

;域コンサルテ- シ ョン機能に関する

研究

佐々木美佐子

矢坂陽子*

小林恵子

平沢則子

飯吉令枝

斎藤智子

* 新潟県上越テクノス

クール

1999 年 1年

現代人の生き方に見られる 「癒 し」の

特質について

中村博生

渡辺弘之

山本誠一*

* 宇都宮大学 1999 年 1年

看護職のメンタルヘルス と関連要因

に関する研究

小林優子

和田佳子

秋山智弥

迦後進童

1999 年 1年

これからの新生児訪問のありかた 小林美代子

矢坂陽子*

安田かづ子

* 新潟県上越テクノス

クール

1999 年 2 年
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女性のヘルスプロモーションと性に

関する研究
空運剋子

小林美代子
安田かづ子

矢坂陽子*

小林恵子

斎藤智子

*新潟県上越テクノス

クール

1999年 1年

在宅ケアを支える『住まい環境』の改

善に関する研究
安田かづ子

杉田収

関谷伸一

佐 木々美佐子

小林恵子

西脇洋子
斎藤智子

水戸美津子*

* 山梨県立看護大学 1997年 3年

i
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11　大学の公開

(1)　公開講座

本学は、広く県民に健康と看護に関する知識の普及と地域の看護関係者の資質

の向上に寄与することを目的とし、一般県民を対象とした一般公開講座と看護に

関する職業に従事する者を対象とした専門公開講座の2講座を実施した。

(D　専門公開講座

・テ一.マ　「看護研究の基礎」

基礎的な看護研究のプロセスを体験し、看護現場における問題解決

に役立てる。

・受講者　40人

・日程及び内容

日　 時 間 内 容 講　　　　　 師

第 1 日目

7 / 2 8
9 :0 0～　9 :15 開 講 式 オ リエ ンテ ー シ ョン

学　 長　　　 斎　 藤　 秀　 晃

(水)
9 : 15～　9 :4 5 「公 開 講 座 開 催 に あ た っ て 」

看 護 学 科 長　 加　 藤　 光　 賓

10 :0 0～1 1 :0 0 演 習 「W in d ow s 95 (W or d/ Ex ce l)の

基 本 操 作 」

嘱 託 員　　　 関　 根　 加　 代　 子

1 1 :0 0～12 :0 0 演 習 「統 計 ソバ HA L BA U の 基 本

操 作 」

教　 授　　　 小　 野　 沢　 康　 子

1 3 :0 0～14 :0 0

くグル ー プ ワー ク 〉

演 習 「デ ー タ の 入 出 力 」

8 グル ー プ編 成

1 加 藤 学 科 長　　 渡 邊 (典 )講 師

山 本 助 教 授　　 太 田助 手

2　小 野 沢 教 授　　 飯 吉 講 師

金 子 講 師　　　 福 原 助 手

3　田 中教 授　　　 安 田講 師
秋 山 (啓 )講 師

4　佐 々 木 教 授　　 熊 倉 講 師

山 田 (洋 )講 師　　 島 田助 手

5　長 野 助 教授　　 和 田講 師

水 口 講 師

6　小 林 (ミ)助 教 授　 山 田 (正 )講 師

小 林 (美 )講 師　　 布 施 助 手

7　小 林 (優 )助 教 授　 大 久 保 助 手

小 林 (恵 )講 師　　 高塚 助 手

8　秋 山 (智 )助 教 授　 斎 藤 助 手

平 澤 講 師　　　　 馬 場 嘱 託 員

14 :15～16 : 15 演 習 「デ ータ分 析 と 図表 の 作 成 」

16 :0 0～1 7 :0 0 演 習 「ク寸ルーフ0ヮークの ま と め 」

第2 日目

7 / 2 9

(水)
9 :0 0～10 :3 0

くグル ー プ ワー ク 〉

演 習 「デ ータ分 析 と図 表 の 作 成 」

10 :4 5、・12 :0 0 演 習 「報 告 資 料 の 作 成 」

13 :0 0へ)14 : 15 演 習 「報 告 資 料 の 作 成 」

14 :3 0～15 :1 5 演 習 「ク～ルーフ0 ヮークの ま と め」

15 :3 0、ノ16 :0 0 本 学 助 手 の ま とめ

16 :0 0～16 :4 5 閉 講 式　 修 了 証 書授 与
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②　一般公開講座

12　学生自治会　　　〈平成6年5月30日設立)

・テーマ　　『あなたの骨は大丈夫?』

・講　演　　教授　中野　正春

・受講者　100人

・日　程　　平成11年11月20日(土)

・会　場　　新潟県立看護短期大学　第1合同講義室

(1)　大学祭『桜桃祭』開催

・日　時:平成11年11月　20日(土)

・来校者:約700人

・テーマ:「体力測定・健康チェック」

「研究発表……住まい研究会」

「健康教室」

「活性酸素について……水研究会」

「献血事業」

・一般公開講座:「あなたの骨は大丈夫?」

(2)　サークル活動

サークル名

・ハトミントン　　　　　　　　　　　・ソフトテニス

・バスケットボール　　　　　　　　・NC-NET

・もしもし亀さん応援団　　　　　・バレーボール

・快適住まい環境研究会　　　　　・ボランティア

・水研究会　　　　　　　　　　　　　・合唱サークル

・エアロビクス
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資　　　料

主要行事日誌

4 月1 日(水) 辞令交付…教員 6 名採用、事務職員 3 名転任

6 出水) 第 6 回入学式

7 日(水)～　8 日(水) 在学生ガイダンス、学生健康診断前期授業開始、入学生健康診断

8 日(水)～ 9 日(金) 入学生ガイダンス…学内及び国立妙高少年 自然の家で実施

23 日(金) 全国公立短期大学協会医療看護系協議会事務局長部会 (本学当番)

‥・斎藤学長、田中事務局長、田中総務課長、

杉田副参事、本間主任 出席

5 月7 日(金) 第 4 回戴帽式

8 日(土) 関学記念 日

25 日(水)～26 日(水) 全国公立短期大学協会第 49 回通常総会

…京都市で開催　 斎藤学長、田中事務局長、

田中総務課長、杉田副参事、本間主任出席

6 月1 日(火) 辞令交付…教員 1名採用

10 日(水)～11 日(金) 第 60 回関東ブロック公立短期大学協議会 (本学当番)

…上越市で開催、斎藤学長、田中事務局長、

田中総務課長、杉田副参事、本間主任出席

7 月7 日(水) 大学説明会……県内の高校 33 校参加

11 日(日)

～8 月31 日(火)

夏季休業

15 日(木)～16 日(金) 全国公立短期大学協会事務職員中央研修会議

15 日(木)～16 日(金) 2 年生保健体育 (実技) 集中授業

…国立妙高少年 自然の家で実施

22 日(木)～23 日(金) 第 27 回全国公立短期大学協会医療看護系協議会 (本学当番)

・・・新潟市で開催　 斎藤学長、田中事務局長、加藤看護学科長

小野沢教授、田中教授、杉 田教授、中野教授、佐々木教授

関谷教授、長野助教授、小林助教授 、秋山助教授、

田中総務課長、杉田副参事、本間主任出席

27 日(火) 全国公立短期大学協会関東ブロック担 当者会議

28 日(水)～29 日(木) 専門公開講座

30 日(金) 県立看護大学設立準備説明会

31 日(土) 年報第 4 号発行

8 月5 日(水) 学校説明会……高校生 72 名参加

19 日(木) 学校説明会……高校生 90 名参加

26 日(木} 学校説明会……高校生 39 名参加

26 日(木)～27 日(金} 全国公立短期大学協会事務局長会議 ・幹部研修会・‥田中総務課長

9 月6 日(月)～28 日{水) 前期試験

29 日(水)～30 日(木} 1 年生解剖見学・‥新潟大学医学部で人体解剖見学
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10 月1 日(金) 後期授業開始

4 日(丹) 県立看護大学設立準備説明会

5 日(火)～6 日(水) 公立医療看護系短期大学事務局長会議・・・田中事務局長出席

14 日は1 全国公立短期大学協会学長会‥・斎藤学長出席

19 日(水I 消防計画に基づ く総合訓練実施

20 日(水) 第 6 回大学運営懇談会

11 月4 日刷 ～10 日(水I 専攻科推薦入試願書受付・‥応募者 58 人

15 日刷 ～19 日はI 看護学科推薦入試願書受付‥・応募者 106 人

20 日用 大学祭、一般公開講座

28 日用 専攻科推薦入試 日……‥・受験者 58 人

12 月1 日(水) 紀要第 5 巻発行

3 日は) 専攻科推薦人試合格発表…合格者 29 人

6 日川) 学長候補者選挙投票 日

12 日用 看護学科推薦入試 日………受験者 106 人

16 日刷 ～22 日は) 専攻科一般入試願書學付・・・応募者 130 人

17 日は) 看護学科推薦人試合格発表…合格者 30 人

21 日佃

～1 月10 日㈲

冬季休業

22 [= 水I 上越財務事務所出納課指導検査

1月17 日㈱ ～21 日は) 看護学科一般入試願書受付…応募者 354 人

21 日は1 国立短期大学協会会議…公短協副会長として斎藤学長出席

23 日用) 専攻科一般入試 日………受験者 106 人

28 日湘 専攻科一般人試合格発表‥・合格者 23 人

2 月8 日はト 15 日㈲ 専攻科後期試験

8 日㈱ 大学移行に係 る教員説明会

8 日㈲ ～18 日㈱ 看護学科後期試験

24 日㈱ 保健婦国家試験

25 日㈱ 看護学科一般入試 日………受験者 260 人

25 日㈲ 助産婦国家試験

27 日用 看護婦国家試験

28 日川上 29 日は) 2 年生保健体育 (実技) 集中授業

…国立妙高少年 自然の家で実施

3 月3 日㈱ 看護学科一般人試合格発表…合格者 72 人

10 日用) 上越財務事務所備品等現物確認検査

14 出水I 第 4 回卒業式 ・第 3 回修了式

21 日はト 31 日㈱ 春季休業

23 日はI 県立看護大学設立検討委員会…斎藤学長出席

〃　　　 企画委員会・・・加藤看護学科長出席

31 日(金) 退職辞令交付…　 3 名

-41-



教授会・委員会の活動

(1)教授会の活動

第1回(11.4.5)・平成11年度主要推進事項について

第2回(11.4.19)・協議事項なし

第3回(11.5.10)・平成11年度主要推進事項について

・奨学生の選考について

・学生の退学について

第4回(11.6.7)・専攻科の学外実習配置表について

・平成12年度学生募集要項について

・大学説明会について

・学校案内パンフレットの作成について

・平成11年度専門公開講座の実施について

・学生の退学について

第5回(11.7.5)・前期試験時間割りについて

・看護学科2年生後期実習配置表について

第6回(11.7.30)・協議事項なし

第7回(11.9.13)・2年生基礎看護学実習配置表について

第8回(11.10.4)・学則及び履修規程の改正について

・施設管理規程の改正について

・平成12年度学年暦(案)について

・学生の復学について

第9回(11.11.1)・学長選挙管理委員会の設置及び委員の選出について

・学長選挙規程の改正について

・紀要執筆要項の改正について

第10回(11.12.2)・平成12年度専攻科推薦入学者選考試験合格者の決定について

第11回(11.12.6)・協議事項なし

第12回(11.12.9)・学長候補者の決定について

第13回(11.12.16)・平成12年度看護学科推薦入学者選考試験合格者の決定について

第14回(12.1.17)・平成11年度後期試験時間割りについて

第15回(12.1.27)・平成12年度専攻科一般入学者選考試験合格者の決定について

第16回(12.2.7)・平成12年度時間割りについて

・平成12年度ガイダンス及び健康診断について

第17回(12.3.2)・平成12年度看護学科一般入学者選考試験合格者の決定について

・卒業・修了判定について

第18回(12.3.6)・平成12年度各種委員会及びクラスディレクターの構成について

・実習配置計画について

第19回(12.3.9)・卒業・修了判定について
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第20回(12.3.17)・進級判定について

・平成12年度各種委員会構成員の追加について

・退学について

(2)各委員会の活動

①　企画委員会

第1回(11.4.2)・企画委員会正副委員長について

・コンピューター部会について

'第2回(11.4.12)・平成11年度主要推進事項について

・施設利用の見直しについて

・平成11年度(第27回)全国公立短期大学協会医療看護系協

議会教員部会について

第3回(11.5.17)・自己点検・評価報告書について

・公短協医療看護系協議会総会の役割分担について

・公的ホームページの公開報告について

・学内施設利用に関するアンケート結果について

・本学ホームページに関する事項について

第4回(11.7.12)・学外研修について

・学内施設利用に関するアンケート結果について

・条例改正(入学料)について

・消耗品の一括購入について

・本学助産学修了者で、地域看護学専攻科学生の単位修得につい

て

・授業用機器・器具の購入について/

第5回(11.9.13)・学則及び履修規程の改正について

・施設管理規程の改正について

・紀要執筆要項の改正について

・新入学生学外ガイダンスについてのアンケート結果について

・学外研修について

第6回(11.10.18)・学長選考規程の改正について

・紀要執筆要項の改正について

・学長選挙管理委員の推薦について

・NCN-net新システムの構築等について

第7回(11.11.8)・ホームページの運用について

第8回(11.12.13)・平成12年度予算要求について

・条例及び学則実施細則の改正について(証明書交付手数料関係)

・卒業証書・修了証書の作成について
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第9回(12.1.24)・卒業式・修了式について

・条例及び学則実施細則の改正について

・ツベルクリン反応検査の実施について

第10回(12.2.14)・平成12年度の各委員会・クラスディレクターについて

・平成12年度の予算内示状況について

・平成12年度入学式について

・平成12年度看護学科長の講義等の分担について(追加)

第11回(12.2.18)・平成11年度教材費共通プール分の配分について

・公的ホームページと公的外ホームページのリンクについて

第12回(12.3.13)・平成12年度教育研究費の配分について

・平成12年度教材費の配分について

・自己点検・評価の原稿について

・公的ホームページと公的外ホームページのリンクについて

②　教務委員会

第1回(11.4.2)・委員長、副委員長選出

・定例委員会と書記順について

第2回(11.4.19)・委員会活動の年間予定について

・選択科目の履修届について

・学生の退学申請について

第3回(11.5.13)・単位認定・成績評価について

・学生の退学申請について

・履修届出状況について

・試験監督の手順について

・試験時間について

第4回(11.6.21)・保健体育の集中授業について

・前記試験日程案と後期実習配置について

・単位認定・成績評価について

第5回(11.7.21)・単位認定・成績評価について

・平成12年度学年暦について

・平成11年度看護過程演習について

第6回(11.9.13)・平成12年度学年暦について

・平成12年度非常勤講師について

・複数講師が担当する成績評価について

第7回(11.10.25)・単位認定申請について

・後期選択科目の履修変更届状況について

第8回(11.11.22)・前期試験結果について

・平成12年度時間割について

・平成12年度学年暦の変更について
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第9回(11.12.20)・平成12年度非常勤講師について

・平成11年度後期試験時間割について

・平成12年度時間割作成について

第10回(12.1.24)・平成12年度時間割作成について

・保健体育(実技)冬季集中講義計画について

・結核への対応について

第11回(12.2.22)・平成12年度時間割について

・平成12年度臨床実習配置表について

・平成12年度非常勤講師について

・平成11年度卒業認定について

第12回(12.3.9)・平成11年度進級判定について

・学生の退学申請について

③　学生委員会

第1回(11.4.2)・委員長、副委員長の選出及び委員会開催日程について

・学外ガイダンス全体打ち合わせについて

第2回(11.4.26)・平成11年度ガイダンスの総括について

・平成11年度の保健室管理について

・奨学金の手続き、授業料の減免について

・施設開放アンケートについて

・サークル活動について

第3回(11.5.7)・平成11年度の奨学生選考について

第4回(11.5.31)・学生の健康診断の結果概要について

・自己点検・自己評価について

・学外ガイダンス教員アンケートの実施について

・奨学金の手続きの最終結果について

・授業料の減免申請状況について

・サークル活動について

第5回(11.6.28)・自己点検・自己評価について

・新入生学外ガイダンスについてのアンケート結果

・夏季休業中の生活指導について

第6回(11.7.26)・自己点検・自己評価について

・平成12年度新入生学外ガイダンスについて

・平成11年度「大学祭」のスケジュールについて

・施設解放アンケートについて

第7回(11.9.27)・自己点検・自己評価について

・平成11年度「大学祭」の計画概要について

・平成12年度学内・学外ガイダンスについて
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・施設解放アンケートについて

第8回(11.10.25)・平成11年度「大学祭」の概要について

・日本育英会2次募集及び後期授業料減免について

・4年制大学設立に向けての学生委員会の役割

第9回(11.11.22)・平成11年度「大学祭」の総括について

・4年制大学設立に向けての学生委員会からの要望

・食堂委員会の開催及びアンケートの実施について

第10回(11.12.10)・食堂の方と学生委員との話し合い

第11回(12.1.31)・平成12年度学外・学内ガイダンスについて

第12回(12.2.22)・.平成12年度学外・学内ガイダンスについて

・保健室利用状況取りまとめについて

第13回(12.3.27)・平成12年度学外・学内ガイダンスについて

・保健室利用状況取りまとめについて

・平成11年度学生委員会総括について

④　入試委員会

第1回(11.4.2)・委員長、副委員長選出

・定例会日の決定について

第2回(11.4.12)・平成11年度入試日程について

・入試委員の役割分担について

・推薦入試枠の見直しについて

第3回(11.5.24)・大学説明会について

・学校案内パンフレットについて

・大学案内について

・推薦枠の見直し検討について

第4回(11.5.31)・募集要項について

・学校案内パンフレットについて

.・大学案内について

第5回(11.6.14)・自己点検・自己評価について

・大学案内パンフレットについて

第6回(11.7.12)・専攻科推薦入試実施要領について

・自己点検・自己評価について

第7回(11.9.13)・看護学科推薦入試実施要領について

・看護短大ホームページ掲載について

第8回(11.10.25)・専攻科一般入試実施要領について

・入学者選考試験個人情報開示事務取扱要綱について

第9回(11.11.22)・看護学科一般入試実施要領について

第10回(12.1.31)・平成11年度入試委員会中間総括

・県高等学校長会入試懇談会について
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第11回(12.3.21)・入試に関する印刷物の経費削減について

・他校の入試科目の状況について

・平成13年度入試科目の見直し検討について

・入試委員会総括

⑤　図書委員会

第1回(11.4.2)・委員長、副委員長の選出及び委員会の開催日程について

第2回(11.4.19)・平成10年度図書委員会引継ぎ事項の確認について

・平成11年度図書委員会年間計画について

・図書館システム更新について

・図書館だよりについて

・継続購入図書の検討について

第3回(11.5.24)・平成11年度定期選書の実施計画について

・教員希望購入図書の取扱いについて

・継続購入図書の検討について(継続)

第4回(11.6.21)・平成11年度定期選書について

・自己点検・自己評価について

・不用図書の処理内規について

第5回(11.7.15)・平成11年度定期選書について(継続)

・自己点検・自己評価について(継綻)

・文献複写の処理(学生)について

第6回(11.9.21)・選書について

.蔵書点検の結果について

第7回(11.10.18)・第2回定期選書について

・図書の買い替え時期(法令集、辞典等)について
等

・ビデオの貸し出しについて

・BOOKWe b P r oの申し込みについて

第8回(11.11.15)・第2回定期選書について(継続)

・図書、雑誌購入費の見直しについて

・ビデオの貸し出しについて(継続)

・年末年始の図書館休館日について

第9回(11.12.20)・第2回定期選書について(継続)

・平成12年度予算に伴う需用費等の見直しについて

・図書館ホームページの点検について

第10回(12.1.24)・図書館購入雑誌の見直しについて

・図書館ホームページの検討について(継続)

・平成11年度分野別購入図書について

・2月～3月図書館休館日について

・卒業生、修了生の図書貸出について
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第11回(12.2.21)・選書について

・一般雑誌アンケート結果について

・平成12年度予算内示について

・図書館ホームページの検討について(継続)

・図書館だよりについて

・平成12年度図書館開放について

第12回(12.3.15)・図書選書について

・図書館ホームページの検討について(継続)

・図書館だよりについて

・平成11年度図書委員会総括について

⑥　紀要委員会

第1回(11.4.2)・委員長、副委員長の選出および役割分担について
置

・定例委員会と書記順の決定

第2回(11.4.24)・紀要、年報作成について(問題点とスケジュール)

第3回(11.5.22)・紀要、年報作成について

第4回(11.6.26)・紀要、年報作成について(年報の内容確認)

・紀要執筆要項改正について(修正個所確認)

第5回(11.7.26)・紀要原稿提出状況について

第6回(11.8.30)・紀要原稿提出状況と査読者の決定

:年報進捗状況について

・紀要執筆要項改正について(改正案検討)

第7回(11.9.27)・紀要査読状況について

・紀要執筆要項改正について.(改正案検討)

第8回(11.10.25)・紀要編集作業状況について(掲載順決定)

・紀要執筆要項改正案決定

第9回(11.11.22)・紀要編集作業について

第10回(12.1.31)・紀要の刊行について
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